第６学年○組 音楽科学習指導案
指 導 者 藤﨑　千秋
展開場所 音　楽　室

1 題材名　音楽の仕組みを生かし，見通しをもって雨の音楽をつくろう　（５時間扱い）

教材名　「雨の大冒険の音楽をつくろう」
「雨だれ」　２４の前奏曲　第１５番　変二長調より　　ショパン　　　　
「雨の樹」　武満　徹
「子どものためのルールによる音楽」よりア．ピアノのために
ウ．鉄琴のために　　　　　計良容子

2 題材について
(1) 題材観
 (
学習指導要領とのかかわり
　第6学年　　「Ａ表現」（３）音楽づくり　
　　　　　　　「Ｂ鑑賞」（１）イ　　　　　　
〔共通事項〕ア　(ｱ)　速度　強弱　音階　
音の重なりや和声の響き　
(ｲ)　反復　問いと答え　変化　音楽の縦と横の関係
　　　　　　　　　　　　
)






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本題材は，音を音楽に構成する過程を大切にしながら，音楽の仕組みを生かし見通しを持って音楽をつくることをねらいとしている。ドローンをベースに，それに合わせて様々な即興表現を楽しむ中で音楽を形づくっている要素を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら，音楽表現に生かし，思いや意図をもって表現ができるようにする。児童が思いや意図をもつために，手がかりとなる鑑賞教材を聴かせ，明確な目標を持ってグループで友達と話し合ったりグループ同士で聴き合ったりしながら，主体的に音楽活動をしていく。このことを通して，表現の工夫をし，表現を高め合うことができるように学習を進めていく。また，最後にもう一度鑑賞をすることで，音楽づくりで経験したことを生かして楽曲の特徴に気がつくことができればよいと考えている。
題材のテーマを「雨」と設定したのは，生活の中で身近であり，降る場所や雨粒の大きさ，降り方によって音色や強弱の違いなど多様な表情を見せるものであり，「雨」を題材とした作品も多くあることから，表現の可能性や広がりが期待できると考えたからである。

(2) 児童の実態
本学級の児童は明るく，落ち着いて授業に取り組んでいる。歌声にも響きが聴かれるようになり，秋の音楽発表会では三部のハーモニーに取り組み，音楽を特徴づけている要素について意識して表現を工夫して学習を進めてきた。音楽づくりでは常時活動としてリズム打ちを行い，3年生ではリコーダーで簡単な旋律をつくり楽しんできている。4年生ではお祭りの学習でリズムをつなげて演奏する経験をし，5年生では沖縄の音階をつかったふしづくりに挑戦している。しかし，複数の旋律を組み合わせたり，音楽を特徴づけている要素や仕組みを工夫したりする経験はない。
そこで，本題材を指導するにあたり，実施した意識調査の結果は次の通りである。

男子15名　女子16名　計31名
①音楽をつくることは好きですか。
　　　　　ア　好き　　　　　　20名　（みんなで演奏するのが好き・自分だけの音が作れるから・音楽をつくることが楽しいから・自分の気持ちを表現できるから）
　　　　　イ　普通　　　　　　 6名　（どうやって作ればいいかわからないから・苦手でも得意でもないから）
　　　　
ウ　苦手　　　　　　 4名　（難しく考えてしまうから・何をしたらよいかわからないから・
どの音が合うかわからないから）
　　　　エ　どちらでもない　 1名　（音符はわからないけど，作曲の学習は楽しかったから）

②音楽を聴いて，情景を思い浮かべたり物語を考えたりしますか。
ア　様子を思い浮かべる　　　　　30名
　　　　イ　物語を思い浮かべる　　　　　13名
　　　　ウ　特に考えない　　　　 　　　　0名

③楽器を演奏することは好きですか。
　　　　ア　好き　　　　　　　　　　　　　21名（楽器をさわるのが楽しい・みんなと一緒に演奏するのが楽しい，達成感がある・楽器の音色が好き）
　　　　イ　どちらかといえば好き　　　　　 8名（楽器によって色々な特徴があるから・演奏するのは
好きだけど，上手にできないから）
　　　　ウ　どちらかといえば好きではない　 2名（リコーダーが難しいから・楽器があまり得意ではな
いから）
　　　　エ　好きではない　　　　　　　　　 0名
　　
④思い浮かんだ様子やイメージを音や旋律で表したことはありますか。
　　　　ア　ある　　31名
　　　　イ　ない　　 0名

⑤今まで見た雨の様子で印象に残っているのはどのような雨ですか。（自由記述）
　　　　ザーザー降る雨・ポタポタ降る雨・パラパラ降る雨・どしゃぶりの雨・天気雨・小雨（ポツポツ）
　　　　にわか雨・霧雨・天気雨・夕立・ゲリラ豪雨・降ったりやんだりする雨・雷雨・しとしと降る雨
　　　　優しくパラパラと降る雨・大つぶの雨・雨あがりのしずくの美しさ
　　
　　⑥即興演奏の能力
　　　　拍の流れにのって簡単なふしをつくって演奏できる。
　　　　ア　できる　　　25名
イ　できない　　 6名

児童は音楽づくりが好きな傾向にある。みんなと何かをつくりあげる協同を楽しんでいることがわかる。また，偶然に生まれる音の響きやリズムを楽しんだり，自分で考えることを楽しんだりしている。苦手な児童はいいものをつくろうとする気持ちが強く，即興的に音楽をつくることに多少のためらいがあるのではないかと思う。また，情景を思い浮かべたり物語を考えたりしながら音楽を聴く児童が全員であり，今回の鑑賞では最初に楽曲の表す様子を音楽づくりに生かすことから，「雨が感じられる音」にしぼって聴かせたり，雨の風景を写真で見せたりすることで，自由にまた豊かに想像することに結びつけられればよいと思う。そして，どうしてそう感じるのか・・・という音楽を特徴づけている要素を常に意識しながら学習を進めたい。楽器を演奏することについては肯定的で，これまでの学習で一緒に演奏することの楽しさを味わったり様々な楽器に触れることに楽しさを味わったりしてきたからだろうと考えられる。一方，楽器の演奏に苦手意識を持つ子も少なくない。今回はドリア旋法ということで白鍵を使えば音楽として成立することや，木琴や鉄琴を使うことで演奏技術をさほど必要としないこと，また個別指導の時間を多くしていくことで苦手意識を軽減できると考える。「思い浮かんだ様子やイメージを音や旋律で表したことがある」という児童は全員ではあるが，即興演奏の技能から見ると拍の流れにのることができていない児童もいる。そこで，ドローンにのせて音楽をつくることで拍の流れにのった音楽づくりを意識させたい。また，この活動を十分にさせ，その中から自分のお気に入りのモチーフを見つけ，そこから音をつなげたり重ねたりしながら変化をさせて音楽づくりに結びつけたい。雨についての印象は多くの児童が色々な場面を挙げている。グループで共通のイメージを持って音楽づくりに取り組めるよう，個人の意見を持つ時間をきちんと取った上でグループの話し合いをおこない，自分の考えた音楽がグループの中でしっかり活かされるようにしたい。

(3) 指導観
　　　　本題材で取り組む教材はまず「雨が表現されている曲」として「雨だれの前奏曲」ショパン作曲を聴く。4分の4拍子，変ニ長調，ショパンの24曲の前奏曲の第15番である。断続的に続く音がドローンであり，雨だれを表していると言われている。この音は中間部では連打が変イ音から嬰ト音（異名同音）に変わって嬰ハ短調へ転調し，フォルテシモの不気味な場面へと変化する。冒頭からは想像もつかないこの場面は，変化を捉えやすい楽曲であると思われる。どんな場面になっても最初から最後まで鳴りやむことのないドローンの存在，そのもたらす効果について児童に気付かせ「雨の音楽」に対する想像力をふくらませたい。ドローンが聴き取りにくい場合はピアノで取り出して聴かせたい。次に聴く曲は「雨の樹」現代日本を代表する作曲家，武満　徹の作品である。一見難解な現代曲であるが，大江健三郎の短編小説「頭のいい雨の木」からの一節から引用した詩を聞かせることでイメージを広げ，豊かに雨の様子を想像できるものと考える。この２曲を鑑賞したあと，自分の想像する雨の情景を表す音楽づくりをさせる。白鍵のみを使うドリア旋法であるため木琴や鉄琴をはじめ，オルガンを使ったりリコーダーを使ったりと，一人で十分に音づくりをさせ，その後少人数の友達とつなげたり重ねたりしていく。少人数で行うことで失敗を恐れずどんどん音を出しながら活動に取り組めるものと考える。十分に雨の様子を想像し音を鳴らした上で，さらにドローンにのせて自分の考えた雨の音楽を演奏する。ドローンが入ることで音楽に拍感が生まれたり，落ち着いたりすることを感じ取りながら音を重ねていく。ここでも音楽づくりに対する苦手意識を取り払い，さらに4拍子にのって演奏することを経験させたい。
次に鑑賞するのは『子どものためのルールによる音楽』より「ア．ピアノのために」「ウ．鉄琴ののために」である。両曲とも音楽を構造的に鑑賞するために聴かせる。簡単な旋律のパターンを繰り返し，それを重ねることでできているので，音楽の仕組みに着目させることができる。ピアノと鉄琴を選択したのは，「雨」という素材の特性につながる音色と考えたからである。以上のような鑑賞教材に触れたあとで，いよいよまとまりのある音楽づくりへと活動を広げていく。グループで４つの役割分担を決めてそれぞれが旋律をつくる。グループの友達に聴いてもらいながら自分のお気に入りのモチーフを決めていく。自分が演奏する場所がわからなくならないように，色別の付箋を使うことで自分たちのつくる音楽の縦と横の関係も視覚化される。音楽を特徴づけている要素のうち，速度・強弱についてと，音楽の仕組みの中から，変化についてはどのグループも工夫をし，まとまりのある音楽をつくれるようにしたい。最後にもう一度「雨だれ」「雨の樹」を聴かせることで音楽を形づくっている要素が効果的に関わっていること，あらためてこの曲のよさも味わって鑑賞させたい。
また，児童が友達とかかわり合いながら主体的に表現の工夫をするようなグループ活動を考えたい。個人で考えた表現を出し合い，グループの友達と話し合いながらさらに音を出して試し，試行錯誤しながら表現の工夫を考えさせたい。表現の工夫にかかわる音楽用語や記号を児童なりに使いながら話し合うことができるように鑑賞教材の段階で触れておく。グループで表現の工夫に取り組んだ成果は，お互いに聴き合い，他のグループの表現の工夫が伝わるかアドバイスをしあい，さらに豊かな表現となるようにしたい。

3 題材の目標
・雨の様子を表す音楽を聴いて，想像したことや感じ取ったことを言葉で表すなどして，楽曲の特徴や演奏のよさ，音楽を形づくっている要素に気がつきながら聴く。

・楽器の音色の違いや音の重なりを聴き合い，感じ合いながら，それらが生み出すよさや面白さを生かして雨の様子を表現する音楽をつくる。





4 題材の評価規準 
	音楽への関心・
意欲・態度　　　　　　　　　
	音楽表現の創意工夫　　　　　　　
	音楽表現の
技能
	鑑賞の能力

	①「雨」が表現された音楽に興味を持って聴こうとしている。
②「雨」の音をつくる活動や，グループで「雨」について表現した音楽を演奏したり聴いたりする活動に積極的に取り組もうとしている。
	①どのような工夫で雨の音楽を表現できるかについてや，音楽の仕組みを用いた音の重ね方などについて，自分の考えや願い，意図をもっている。
[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2]②強弱や速さ,始め方や終わり方などを工夫して「雨」の様子を表す工夫をしている。
	①音楽を形づくっている要素の特徴を生かして，表そうとするものに合う音楽をつくっている。


	①リズム，強弱，音の重なりの変化などに気付いて「雨」の様子を感じ取って聴いている。
②音楽を形づくっている要素の特徴，それらがもたらす効果を聴き取ったり，感じ取ったりしながら，雨の情景を想像するなどして味わって聴いている。



5 指導と評価の計画（５時間扱い）
	過程
	時配
	○学習内容　・学習活動　☆〔共通事項〕
	・教師の働きかけ　
○評価規準【評価方法】

	第　一　次
	ねらい：雨の様子を表す音楽を形づくっている要素を感じ取って聴き，要素を使って音を重ねて音楽をつくる方法を知る。

	
	第１時
	○雨の様子を表した写真を数枚見せ，雨の雰囲気を想像する。

○「雨だれ」「雨の樹」を聴いて，音楽を形づくっている要素を聴き取ったり，感じ取ったりする。
・音楽を形づくっている要素と，それが雨のどのような様子を表しているのか結びつけて考える。
・どのような要素が聴き取れたか，それがどのような雨や周りの様子を表していたのかワークシートに記入，発表しあいクラスで共有する。

○様々な雨の情景を想像し，自分なりの「雨」の音や響きを即興的に表現して楽しむ。
・様々な情景での雨の音色を想像し，いろいろな音の出し方を工夫して音探しをする。
・リズムや旋律，4分の4拍子２小節分のフレーズをつくる。
・１人や２人，数人で表現する。
☆音階，音色，強弱，リズム，旋律の高低
　  音階の特徴を感じ取ったり，音色や強弱，リズム，旋律の高低と表したい雨の情景を結びつけたりしている。
	・雨には様々な様子があることを思い起こさせる。
・音楽づくりの活動の参考になる楽曲であることを意識して音楽を聴くようにさせる。
○（関－①）
「雨」が表現された音楽に興味を持って聴こうとしている。
　【鑑賞中の様子の観察・発言内容】
○（鑑－①）
リズム，強弱，音の重なりの変化などに気付いて「雨」の様子を感じ取って聴いている。【表情観察・ワークシート】

・使う音はドリア旋法（レミファシラシドレ）に限定する。また始まりはレ，終わりはレかラ，できるだけとなりの音に動いてみるよう助言する。
・楽器は木琴，鉄琴，グロッケン，オルガン，リコーダーを準備し，バチもいくつか種類がある中から，自分の考える情景が表現できるものを選べるようにする。
・一人一人が音を探し，即興的に表現する時間を十分に保証する。
・続く感じと終わる感じがあることに気付かせる。

	
	第２時
	○即興的に見つけた表現を発表し合う。
・友達の発表の中から音色や強弱など表したい情景と結びついている表現を探しながら聴く。

○ドローンの存在を知り，再び「雨だれ」を聴いてドローンのもたらす効果を感じ取る。

○ドローンを用いた音楽づくりの方法を知る。
・ドローンの音に重ねて雨の情景を想像しながら即興的に表現する。
☆反復（ドローン）
    同じ音やリズムが反復されていることに気付く。

	・よい表現を認め，音を出しながら工夫ができるようにする。
・ドローンが感じ取りやすい部分を取り上げ，わかりにくい場合にはピアノでドローンを取り出して聴かせたりする。
・マリンバ，トーンチャイムを用意し，使う音は中心音レに限定する。

・音楽を形づくっている要素を意識させる。



	
	ねらい：音楽を特徴付けている要素や音楽の仕組みを生かし，まとまりのある音楽をつくる。

	第　二　次
































	第３時

	○「子どものためのルールによる音楽」
より「ア．ピアノのために」「ウ．鉄琴のために」を聴いて音楽の構造を工夫してまとまりのある音楽をつくるというめあてを持つ。
・音楽を聴いて，短いパターンの繰り返しを重ねることで音楽ができあがっていることに気付く。
・今回はドローン，短い旋律の繰り返し，自由なふし，合いの手の４つのパートを重ねて音楽づくりをすることを確認し，特徴をつかむ。

○グループで音をつなげたり重ねたりして組み合わせを工夫しながら音楽づくりをする。
・グループでどのような雨の情景を表したいか話し合う。
・グループ内で役割分担をする。
・自分の役割に合った音楽づくりをする。
・それぞれつくったパートを聴き合って，グループ内で助言し合う。
・どのように重ねると雨の情景を表現できるか，いろいろな重ね方を試す。
	
・短いパターンをくり返したりモチーフを伸ばしたり縮めたりすることで音楽をつくっていけることを示す。
・グループは５名程度にし，楽器は木琴や鉄琴，オルガンを使用する。楽器の材質（木質系，メタル系など）はグループで統一させる。


○（関―②）
「雨」の音をつくる活動や，グループで「雨」について表現した音楽を演奏したり聴いたりする活動に積極的に取り組もうとしている。
【発言・活動の様子の確認】
・各グループの様子を見ながら，役割に合った音になっているか助言する。
・つなげ方として，つなげる・重ねる・会話するなどの例を示して，音楽づくりがスムーズに進むようにする。
・続く感じと終わる感じを意識してつく
るよう助言する。


	

	

	
☆音色，旋律
　表したい情景に合う音色を探して楽器
やばちを選択して演奏の仕方を工夫し
たり，旋律をつくったりする。
☆音の重なり，問いと答え，反復
　表したい情景に合う表現に向けてつく
った音の重ね方を工夫している。
	
○（創ー①）
どのような工夫で雨の音楽を表現できるかについてや，音楽の仕組みを用いた音の重ね方などについて，自分の考えや願い，意図をもっている。
【発言・活動の様子の確認　演奏の聴取】


	
	第４時（本時）
	○自分たちのイメージに合った雨の音楽を仕上げる。
・今までつくってきた音楽をよく聴いてさらにイメージに近づけるために工夫できることを考える。
・始まり方やそれぞれのパターンの入り方，重ね方や反復，変化，終わり方など，曲の構成について相談しながら，まとまりのある音楽をつくる。

○まとまった音楽を演奏して，雨の音楽の表現を深める。

☆変化
刻々と変わる雨の情景が音楽の変化と結びついていることを意識し，まとまりのある音楽になるよう音楽づくりをする。
☆強弱，速度，変化，音の重なりや和声の響き
　表したい雨の情景にふさわしい表現を工夫している。　　
	

・今まで学んだり聴いたりした，音楽を形づくっている要素を参考にして，音楽づくりの見通しが持てるようにする。
・始まり方，終わり方，変化などを考えながら，曲としてのまとまりを工夫するように伝える。
・音を出しながら練り上げて行くよう声をかける。


○（創－②）
強弱や速さ,始め方や終わり方などを工夫して「雨」の様子を表す工夫をしている。
【発言・活動の様子の確認　演奏の聴取】




	

	ねらい：演奏の工夫がつたわるように発表しよさを伝え合ったり,楽曲の特徴や演奏のよさを理解したりして，味わって聴く。

	
	 (
第　三　次
)第５時
	○グループごとに，つくった「雨」の音楽の思いが伝わるように演奏する。
・音楽を特徴付けている要素や音楽の仕組み，表現の工夫が伝わるように意識して発表する。
○他のグループの演奏を聴いて雨がどのような表現で表現されているのか想像しながら聴く。
○再び「雨だれ」を聴き，音楽を形づくっている要素などがもたらす効果を感じ取って聴く。

☆強弱，速度，変化，音の重なりや和声の響き
　表したい雨の情景にふさわしい表現を工夫して演奏したり，楽曲のよさをあらためて味わったりして聴く。

	

・自分の思い，グループの思いを演奏に生かそうと意識するようにする。
○（技－①）
音楽を形づくっている要素の特徴を生かして，表そうとするものに合う音楽をつくっている。
【演奏の聴取・発言の内容】



○（鑑―②）
音楽を形づくっている要素と「雨」の情景を結びつけて音楽を聴いている。
【表情観察・ワークシート】





本時の指導（４/５）
(1) 本時の目標
・音楽を特徴付けている要素や音楽の仕組みを生かし，まとまりのある音楽をつくる。
（2）本時の展開　　　
	過程
	時配
	○主な学習内容・学習活動
「発問」『予想される児童の反応』
	◎教師の働きかけ
○評価【評価方法】
	〔共通事項〕の扱い

	めあてをもつ　　　　見通しを持つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えを深める
	4




3


10


















25



	学習の雰囲気づくりをする。
「明日を信じて」を歌う。



○本時のめあてをつかむ。
 (
自分たちのイメージに合った雨の音楽を仕上げよう。
)

○前時までにつくった雨の音楽と表したい雨の情景とのつながりを確認する。
「前回,雨の音楽をつくりましたが，今日はさらに自分たちのイメージに合った音楽にしていきたいと思います。」
「まず,１グループ，前の時間につくった雨の音楽を聴いてみましょう。そして，その演奏は表そうとした雨の情景が聴いている人に伝わるか考えてみましょう。」
・グループの演奏を聴き，改善点を見つける。
『もう少し強弱をつけた方がいいかな』
『速度の変化が今のままだと伝わりにくいかもしれないからもう少し差があった方がいいかな』
○さらに工夫をして，雨の音楽を仕上げる。
「それでは，実際に音を出しながら自分たちの雨の音楽にもう一工夫して表したい情景に近づけるよう工夫をしていきましょう。ポイントは強弱・速度・始め方・終わり方・様子の変化にしぼって考えていきましょう。」
『強弱をもう少しつけたら，強く降る雨や弱く降る雨がはっきり伝わるのではないかな。』
『ここはもう少し間隔を置いた方が雨の降り始めが伝わるのではないかな』
『雨はずっと同じではないから，もう少し変化をつけたらどうかな』

	◎ユニゾン，問いと答え，音の重なりそれぞれの部分の歌い方に気を付けて歌い，音楽づくりへの意欲を持たせる。
　














◎発表グループのワークシートを見ながら,表したい雨の表現になっているか考えながら聴く。





◎表現の工夫をする時にはどうしてそう考えたのかという根拠をもって話し合うよう助言する。
◎これまで聴いてきた音楽も参考にするよう助言する。

◎会話に参加していない児童がいないようにする。




	強弱,音の重なり，問いと答え，変化：
曲想に合った声の出し方を工夫する。























強弱，速度，変化,音の重なりや和声の響き：表したい雨の情景に近づけるよう工夫する。





	　　　　　　　　　　振り返る
	









3
	『最後，雨がだんだんあがっていく様子を表したいから,デクレシェンドを長くつけてみたらどうかな。』
『優しい音にした方が弱い雨を表せるからばちを変えてみたらどうかな。』

○次時の発表に向けて,グループで演奏して聴き合い最後の準備をする。


○次時の学習予定を知る。

	

◎ばちなどを工夫して音色を工夫する子がいても認めるようにする。

○（創－②）
強弱や速さ,始め方や終わり方などを工夫して「雨」の様子を表す工夫をしている。
【演奏の聴取　発言の内容】
	




(3) 板書の工夫
 (
旋律の音の動きの例
) (
レ　ミ　ファ　ソ　ラ　シ　ド　レ
) (
自分たちのイメージに合った雨の音楽を仕上げよう。
)　　

 (
音楽づくりのルール
ア　使う音は
イ　グループ内の役割分担　　　
　　　　
)






	　
	メンバー
	1
	2
	3　　　

	合いの手
	　
	一つの枠に入るのは4/4拍子2小節分
	　
	　

	短い旋律のパターン
	　
	付箋　
	　
	　

	旋律１
	　
	　
	　
	　

	旋律２
	　
	　
	　
	　

	旋律３
	　
	　
	　
	　

	ドローン（レで終わる）
	　
	　
	　
	　


 (
ウ　工夫するもの
・強弱
・速度
・始め方
　終わり方
・変化
)　









雨の風景　（ホワイトボードに掲示）


 (
・細かい雨
・シャボン玉
・虹・朝日・木
) (
・暖められる雨
・結構降った雨の後
) (
・遠くが見えない
・朝早い森の雨
・サ～・モワ～
) (
・うれしい雨
・恵みの雨
・キラキラ
) (
・冷たい雨
・痛い雨
・ザ～
) (
・降り始め
・ポツポツ
・ポチャン
)
　　　　　　       　                  　　　　       　　          ・　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　       　　                　　　　　    　　             　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　
　　　                        　　               　　　　　　   　　　　　　      　　　　　　　　　



(4) 本時の評価と教師の働きかけ
	評価の判断
	児童の様子と教師の働きかけ

	十分満足できる状況
	表したい雨の情景に合わせて強弱や速さだけでなく，音の重ね方の工夫をしたり，音色を工夫したりしている。

	努力を要する学習状
況と思われる児童に対しての手立て
	自分が演奏する音を強弱や速度を変えて一緒に演奏し，どのような雨が表せているか確認する。
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